
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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10日（日）＝１、３面

11日（月）＝夕刊２面連立政権を考える

深刻化するプラスチックごみ汚染
10日（日）＝総合面

石油から作られるプラ
スチックは安くて丈夫で
あることなどから、１９
５０年代以降急速に普及
し、さまざまな製品に使
われてきました。ところ
が捨てられたプラごみに
よる環境汚染が深刻化し、
人間の健康面への影響も

懸念されています。国際
社会は年内に汚染根絶の
ための条約を作ることに
合意し、今月25日に最後
の交渉が始まります。汚
染の現状や見通し、日本
国内での対策などについ
てまとめました。

長年にわたり連立与党を組んでき
た自民、公明両党が、衆院選で過半
数割れとなりました。政界はどうな
るのでしょう。思い浮かぶのは１９
９０年代、自民一党支配の「55年体
制」が崩壊し、いくつもの連立政権

が生まれたことです。11日は特別国
会の召集日。田中秀征・元経済企画
庁長官と山崎拓・元自民党副総裁に、
いま振り返って思うことや、連立政
治の教訓について尋ねました。
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今週は「池上彰のこれ聞いていい
ですか？」をお届けします。
今回の対談相手は、国立研究開発

法人・森林総合研究所の鳥類学者、
川上和人さん＝写真＝です。ＮＨＫ
ラジオの子ども向け科学番組の出演
や、「鳥類学者だからって、鳥が好
きだと思うなよ。」がベストセラー
になったことでも知られています。
川上さんは小笠原諸島の鳥類研究が
ライフワークで、現在は噴火し続け
る西之島の生態調査を続けています。
西之島は海底火山の噴火により溶

岩や火山灰で覆われてしまい、これ
までの島の様相が一変しましたが、
海鳥が戻って営巣、産卵をするなど、
新たな生態系が生まれつつあります。
川上さんが西之島にひかれる理由は
何か、また一見「役に立たない」と
思われがちな鳥類研究の意味、目的
はどこにあるのかなど、「学問とは
何か」というテーマにも分け入りま
す。
池上さんが深く、鋭く聞き出しま

す。

鳥類学者の川上和人さんに聞く

海岸に漂着したプラごみ

西之島にひかれる理由とは
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